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1.　かがわ遠隔医療ネットワーク1）

医療のネットワークを家庭と診療所、病
院、そして胎児の時期から高齢者まですべて
に広げていきたいと考えています。

香川県では平成 10 年頃から県のモデル事
業としまして、周産期電子カルテのネット
ワークプロジェクトをこれまで続けてきてい
ます。その後、国と県の支援があり、かがわ
遠隔医療ネットワークが奇跡的にできまし
た。現在では、60 以上の医療機関が参加し
ております。

IT ネットワークを使って、日本全体で効
率よく電子カルテから情報を抽出するプロ
ジェクトも進めています。

現在動いているのが、かがわ遠隔医療ネッ
トワークと周産期電子カルテネットワーク、
マンモグラフィです。マンモグラフィについ
ては平成 19 年度、全国 7 箇所でモデル事業
的に乳がん健診のネットワークが動き出しま
した。かがわ遠隔医療ネットワークと統合し
ているので、検診の際に、乳癌の疑いがあり、
大学病院や県の主要病院に行った場合には、
検診の画像をそのまま見ることができます。

脳卒中の治療を終えた患者がリハビリの病
院へ転院していく場合にも、電子的に相互に
情報を共有します。さらに介護の施設などで
も、地域全体で一人の患者のデータを共有で
きるシステムを、平成 19 年 12 月頃稼動する
予定です。

電子署名についても、平成 19 年度中にか
がわ遠隔医療ネットワークに整備する予定で
す。

2.　周産期分野の電子カルテネットワーク
現在、日本中で年間約 100 万のお産があり

ます。半分は病院で、もう半分の 50 万は開
業医のところで行われています。ほんの少し
だけ、助産所でという場合もあります。

しかし、大病院や開業医のところで、死産
などがおこると、患者から訴えられることも
多いので、一人で産婦人科をやっている病院
や診療所は、どんどん辞めてしまっていま
す。これからはこの 50 万の開業医の先生が
お産を辞めてしまう。病院でも産婦人科医が
少ないところは辞めてしまっています。

逆に、だからこそ病院の集約化、お産する
場所の集約化がいわれています。日本産婦人
科医会では、以前からこのような事態を危惧
していて、電子カルテネットワークのプロ
ジェクトを進めていました。要するに、開業
医の先生のところで妊婦健診を行い、その情
報がお産のときには大きな病院でも分かるよ
うにする仕組みです。

経済産業省による「地域医療情報連携シス
テムの標準化及び実証事業」2）では、実証モ
デル実験が行われました。香川大学医学部附
属病院 3）の他に、県としては 1 番広くてしか
し産婦人科医が少ない岩手県の遠野市と県立
釜石病院 4）、日本で 1 番電子カルテが進んで
いる千葉県の亀田総合病院 5）、東京都内の愛
育病院 6）が参加しています。

最近は Web の技術が非常に進んでおりま
すので、Web 電子カルテのネットワークと
妊婦と胎児の在宅管理を行うシステムを統合
し、リアルタイムに胎児の心拍数を抽出して
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モバイルで日本中どこにでも送れるようなシ
ステムを作りました。将来的には、地域ごと
の特性に合ったものを開発し、それを日本全
国、さらに、外国にも普及させたいと考えて
います。北海道にも特に利尻などの分島や、
根室、根室と釧路の間など、非常に妊婦が
困っている地域が多いと思います。

例えば、長い間、総合病院で産婦人科を担
当していた医師が体力的にきつくなり、開業
を希望した際に、電子カルテを使ってお産が
できる病院と連携をとりながら、妊婦の検診
も行うことも可能なのです。

3.　地域医療への活用
産婦人科医がいない離島で、なかなか妊婦

健診では遠くの町まで行けないという妊婦
も、電子カルテネットワークがあれば、イン
ターネットに接続した途端に電子カルテが動
きだします。

岩手県で産婦人科医が約 40 キロメートル
四方居ないという地域で、助産師さんがこの
地域の妊婦健診をすべて請け負って、提携す
る大病院に情報を送り、ドクターの指示を仰
いでいます。実際には、テレビ会議システム
も組み合わせますと、妊婦にとってはあたか
もすぐそばに産婦人科医が居るように感じま
す。

アメリカのマスコミ（ニューヨークタイム
ズ）なども注目しています。考えてみれば、
アメリカ大陸など海外の方がよっぽど広く、
妊婦健診に苦労しているのでしょう。

千葉県では亀田総合病院が電子カルテで非
常に有名ですが、この亀田病院と館山のサテ
ライト診療所との間で電子カルテネットワー
クを組んでいるので、妊婦はどっちへ行って
もいいのです。千葉県の堂本知事は、女性の
健康管理に非常に関心があり、このシステム
をさらに千葉県全体に広げることになってい
ます。

遠野市は総務省の「地域 ICT 利活用モデ
ル構築事業」7）を申請し、採択されています。

東京では、愛育病院の人気が非常に上が
り、逆に周囲の産婦人科の患者が減ってしま
いました。そこで、ネットワークを使うこと
により、周囲の医療機関に逆に妊婦を紹介し
ます。電子カルテで責任をもって診るので、
周りの病院に通ってくださいという、逆紹介
を行っています。

また、英語版の電子カルテも作っていま
す。都心には大使館もたくさんあるので、外
国に向けて宣伝するのにちょうどいいので
す。しかも Web の電子カルテですので、電

子カルテのデータベースは同じで、表記のと
ころだけを変えればいいのです。

4.　医療 ITネットワークの応用
妊娠・出産ポータルサイト「ママ大好き

ネット 8）」では、妊婦さんが自分自身の妊娠
のリスクが高いか低いかというのを自分で計
算させるように啓蒙もやっています。自分が
何歳のときにお産だと入力すると、自分の妊
娠は、将来血圧が上がったら危険か、出血に
なるかという妊娠のリスクを計算できるよう
になっています。さまざまな健診情報やグラ
フを見ることもできます。電子カルテの内容
と、データベースが完全に一致しているの
で、母子手帳のように見せることも、普通の
電子カルテのように見せることなど、あらゆ
ることが柔軟にできます。

5.　在宅妊婦管理システム
続きまして皇太子妃雅子様が愛子様をご出

産されたときに開発された、最新のモバイル
による在宅妊婦管理システム 9）を紹介しま
す。

妊婦はモバイル胎児心拍検出装置に付随す
る超音波プローベと陣痛計を用いて胎児心拍
数と子宮収縮を検出します。そして送信ボタ
ンを押すと、その情報は NTT ドコモの
DoPa 網やインターネットを介して医師のパ
ソコンや携帯電話に送られる仕組みになって
います。これを使うことにより、全国どこに
いても妊婦は胎児心拍数の連続監視を受ける
ことができます。
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